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（難易度 A） 

平行四辺形 ABCDにおいて，辺 ADの延長上に AD：DP = 3：2となるように点 Pをとる。

BPと対角線 ACおよび辺 CDとの交点をそれぞれ Q，Rと 

するとき，次の比を最も簡単な整数の比で答えよ。 

（1）DR：RC 

（2）BQ：QR 

（3）(△QBCの面積)：(△DRPの面積) （東京電機大学高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

（1）右の図で，△DRP∽△CRBなので， 

DR：RC = DP：BC 

 = 2：3 

 

（2）右の図で，△ABQ∽△CRQなので， 

BQ：QR = AB：RC 

 = 5：3 

 

（3）右の図で，「塾技 61  」より， 

△QBC：△QRC = BQ：QR = 5：3 

よって，  

一方，（1）より△CRB∽△DRPで，相似比 3：2 

となるので，「塾技 62  」より， 

△CRB：△DRP = 32：22 = 9：4 …② 

①より，△QBC：△DRP =  △CRB：△DRP 

 =  ： 4 

 =  ： 

 =  45 ： 32 

塾技62 面積比（2） 
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